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線

型

代

数

や

集

合

論

等

を

：
別

，
上

.
す
れ
ば
、.
'
特
別
，の.
予.. 

備
知
識
な
し
に
ニ
忠
通
読
す
る
こ
と
が
で
：き
る
.。へ
さ 

::

ら
一
に
く
わ
し
い
説.
明
が
必
要
な
と
き
；で
も
、
:'
'
:た
，と
，え 

:

ば一

1
階
堂
副
包
著._『

現
代
経
済
学
0

数
学
的
方
法』

，，
 

(

岩
波)

..
，を
参
照
ず
れ
ば
、...
ほ
ど.
ん
^

事
足.
り.
、る
>°
;. 

特
に
7 ;
ロ
.ベ 
<
ー
ゥ
メ.
の
定
理
や
分
離
定
理
、'-
，均
衡
解 

..
の
存
在
膨
明
に
：o ..
v.

て.
は
、
こ.
の..
本
を
参
勝
す
る
.こ 

と
は
極
め.
て
有
益
で
あ
を
'。

，
：
:

.

そ
の
他
必
要
な
参
考
文
献
は
本
文
中
に
あ
げ
て
あ 

る
が
、
し
か
し
論
现
的
な
精
緻
性
の
み
に
紙
意
を
ぅ 

.

ば
わ
れ
る
こ
と
は
経
済
学
者
と
し
て
の
著
者
の
本
意 

で
は
な
か
ろ
ぅ
。
実
際
本
昏
の
い
た
る
と
こ
ろ
：で
露 

呈
さ
れ
て
.い
る
著
者
の
経
済
現
象
な
ら
び
ぬ
経
済
理
；
 

論
に
対
す
る
.秀
れ
た
ヴ
ィ
ジ
5
ン
こ
そ
は
、
何
に
も 

ま
し
て
本
書
の
価
値
を
高
1め
て
.い
る
も
の
.な
の
で
あ 

.る

•-
の
意
味
で
も
、
.こ
.：の
新
著
を
よ
■り
多
.く
，の
人
へ. 

.々

：に
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る
。
，

.

.

.
な

お

安

定

分

析

，に

用

い

ら

れ

^
-
さ

ま

ざ

ま

な

侫

定 

の
間
の
無
矛
盾
性
に
つ
い
て
、.最
近
久
我
氏
が
詳
細
. 

な
検
討
を
加
克
ら
れ
て
い
る
。
興
味
お
る
読
者
は 

Kiyoshi Kuga: 

variation, patters of E
x
c
s
s

 

D
e
m
d

 with r
i
c
t

 to Prices: A

 Consistency 

Problem, 

i「

強
^
餅
辂
佛」

S
6
5
, 

N
o
.
1

を
参
照 

さ
れ
た
い
•
*

(

東
洋
経
済
新
報
社
：
• 

B
.
.
6 

.
•

1

一1.

一.六 

頁

•
.八
五
〇
円)

.
，

丨
川
又
邦
雄
1
 

* 

* 

*
.

.

『

新

し

い

経

：済

：学

：
F

.

. <
,

1

 
ビ

ジ"
ョ
‘
ン

，
と

実

証

 

I

K

,.
:
.
:

.

■ 

.

.

.
■.■ 

- 

.

. 

.

'■
,
..'
',
•
- 

■ 

- 

. 

.

'

.■
 

.

:
:
^
來
論
吉
の
ゥ
.
ヱ

ー

ラ

ン

ド

は

ま

、

日

本

.の

経

倚 

学
は
*

則
ま
で
も
'っ
ぱ
ら
欧
米
の
経
済
学
の
輸
入
摸
. 

倣

で

あ

：っ
；た
：。

.，
し

か

：
し

戦

後

約

'-
:

十

年

間

に

状

況

が
 

:

変
り
、
,本
書
のj

者
者
'の
稲
田
氏
を
始
め
少
壮
の
学
者
' 

辟
す
で
に
〃
ピ
丨
ス
な
み
に
世
界
酌
水
準
"
に
達
し
、，
 

積
極
的
貢
献
を
行
つ
.て

い

る

。^-
書

は

戦

姿

世

界 

の
学
.者

の

関

心

が.ど

ぅ
^

つ
，
た

か

へ

そ
^'
に

対

し

て 

日
本
の
学
者
が
ど
.ん
な
貢
献
を
し
た
か
，を
示
さ

ん 

と
し
.て
い
る
。
.戦
後
経
済
学
も
非
常
に
進
步
し
、
学 

問
が
高
度
に
抽
象
的
論
理
的
に
な
っ
て
来
た
が
、
,本 

書
は
.そ
れ
ち
を
大
変
-<
ず
し
て
、
.わ
か
り
.や
す
く
要 

約
を
述
べ
へ
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
"常
識
に
毛
の 

生
え
た
程
度
"
の
知
識
と
現
代
の
.進
ん
だ
経
済
学
の
■ 

橋
渡
し
を
行
つ
.て
い
る
;0
内
容
は
、ノ
経
済
基
磔
論
の 

部
分
で
現
代
-<
D
進
ん
だ
経
済
学
の
存
在
意

義

を
述 

ベ
、
そ
れ
が
決
し
て
"
モ
デ
ル
の
オ
モ
チ
ャ
"
で
な
- 

い
こ
と
を
示
す。

第
一
章
は
戦
後
厚
生
経
済
学
に
大 

き
な
シ
ョ
ク
.ク
を
与
え
た
、
ァ
口
ー
の
貴
献
が
有
名 

な
四
名
の
女
優
の
名
と
と
も
に
説
明
さ
れ
る
。
ケ
ロ 

丨
は
民
主
社
会
に
於
て
社
会
的
厚
生
凾
数
の
非
存
在 

を
証
明
し
た
が
、
結
局
は
厚
生
経
済
学
に
積
極
的
貢

ベ

.七
ニ 

.

(

五
：1/

六)

•
 

'

献

を

な

し

た

，と
>
な
ど
が
著
者
の
貢
献
と
と
も
に
説 

明
さ
れ
、
第
一一

章
は
‘、
、
、
ク

ロ

経

済

学

の

.
基

礎

と

さ

れ
 

る
部
分
で
、
：無
差
別
曲
線
の.
ア

プ

，
ロ

ー

チ

と

リ

ビ

ー
 

ル

ド
.
プ
レ
フ
ア
ラ
ン
：ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
及

び

そ

れ
ら
の
.相

互

関

係

、
',
'
特

にあ
る
条
件
の
下
で
は
無
差 

.

.
'
別
曲
線
が
後
者
か
ら
引
出
ざ
.れ
る
こ
'と
、.第
三
章
.は 

企
業
の
.理
論
で
伝
統
的
ア
ブ
ロ ー

.チ
と
線
型
計
画
及 

.

び
後
者
の
限
界
生
産
力
の
説
明
、
第
四
象
は
.市
場
に 

.於
け
る
均
衡
価
格
の
存
在
、
そ
の
安
定
性
、
競
争
、者 

'
の
数
に
関
す
る
コ
ア
ー
の
理
論
、
伝
統
的
仮
定
の
.下 

で
の
'消
費
者
行
動
と
ち
が
う
グ
リ
.丨

ド

♦
プ

口

セ 

ス
、
第
五
章
は
経
済
成
長
論
で
、
ソ
ロ 

I
の
一
部
門 

,
モ

デ

ル

.
、
資
本
財
、.
消
費
財
に
分
け
た
二
部
門
モ
デ 

1
ル
，(

日
本
の
学
者
の
貢
献
が
大
き
い
，

)

、
多
部
門
の 

ノ
イ
マ
ン
•

モ
デ
ル
、.，
タ
ー
ン
パ
イ
ク
定
理
、
最
適 

成
長
論
等
の
初
等
的
解
説
で
あ
る
。
■最
新
の
話
題
も 

幾
つ
か
あ
り
、

コ
ア
ー
の
理
論
、
二
部
門
モ
デ
ル
、

.タ
ー
ン
パ
イ
ク
定
理
、
最
適
成
長
論
で
あ
る
。
こ
れ 

ら
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
各
章
の
終
り
に
参
考
文 

献
が
あ
る
の
で
：そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
最
新
の
経

， 

済
理
論
を
知
ろ
う
と
す
る
人
に
は
良
い
.手
引
き
と
な
. 

ろ
う
。
本
書
中
所
々
に
.厳
し
い
批
判
が
あ
る
が
、
稲. 

田
氏
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
有
数
の
学
者
で
あ
る
。
 

念
の
た
め
に
。(

日
本
経
済
新
聞
社
.
B
6 •

一
 

八
三 

頁
.
•四
〇
〇
円) 

丨
川
島
康
男
丨

ン

安
川
正
彬
君
学
位
授
与
報
告

■
 
. 
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'
 

- 

.
■-

.
 
■
 
. 

...
 

. 

報

.：告

番

号

乙

第

一

1,1

七

号
,

学

位

め

潼

類
.

経
済
学
博
±

授

与

の

年

月

日

：
昭
和
四
一
年
三
月
ニ
三
日
： 

V

学
位
論
文
題
名
：「

人
口
の
経
済
学」

ノ 

，
.

.

へ

■

.

 

.

. 

_

内

容

の

要

旨

.

■
.「

人
口
の
経
済
学」

論
文
要
旨
：
.'
.

-

.

 

•

. 

. 

. 

. 

•

' 

.

.
安

川

-

正

'.
彬

.

.

. 

, 

. 

.

. 

.

.

. 

• 

•
. 

...

.. 

.

集
合
概
念
と
し
て
と
'
ち
え
ら
れ
る
人
口
は
.経
済
、
社

会

と

.
良

然

を

と

り

つ

な
 

々
媒
介
物
と
.し
て
重
要
視
さ
れ
る
が
、
人
び
と
が
人

ロ
を
意
離
す
る
と
き
は
、： 

い
つ
で
も
社
会
に
不
幸
が
感
'1
:

ら.
れ
.る
と
き
で
あ
!o
た
。
：こ
.の
こ
と
は
経
済
学 

の
系
譜
の
.な
か
に
も
、
古
典
学
派
の
昔
か
ら
過
去
に
例
外
を
み
る
こ
と
は
な
か
. 

っ
た
.
.ま
た
.
社
会
が
発
展
し
、.
'.
経
済
が
繁
栄
を
つ
づ
付
.た
十
九
世
紀
後
半
の.. 

西
3

丨

ロ
.ッ
パ
の
経
済
学
が
ち
は
人
口
.が
意
識
さ
れ
る
こ
と
.な
く
、
人
口
は
座
. 

済
学
の
映
像
の
外
に
追
い
や
ら
れ
た
の
-
で

あ

る

-
。'-

経

済
.
.社
会
^
は
人
ロ
が
.
.〃
自
然
"

に
働
き
か
.け

て

、
，
そ

こ

に

住

む

住

民

ヒ

■ 

ち

の

努

カ

术

ょ

っ

て

築

き

，あ

げ

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

が

，
、

人

口

も

経

済

'
.
社

会 

も
、
と
も
に
新
陳
代
謝
す
る
.か
ら
、
-A
ロ

は

経

済

：

社

会

と

相

互

依

存

の

.関

係 

，
学

位

授

与

報

告

：

で
.結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
：
こ
こ
で
、
本
論
文
の
基
本
は
、
経
済
と
は
社
会 

の

た

ん

な

る■•
部

で
ば
な
く
、
経
済
は
社
会
を
構
成
す
る
基
盤
を
な
す
と
い
う 

立
場
に
た
つ
て
、
.:
人
口
と
経
済
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
と 

く
に
、
社
会
の
.不
幸
が
深
刻
に
感
じ
ら
れ
る
と
き
、
■人
口
は
い
つ
で
も
経
済
学 

者
の
手
も
と
に
あ
る
.が
:'
社

舍

不

安

が

薄

く

な

る

と
、‘
人
口
は
経
済
学
者
の
手 

か
ら
離
れ
て
よ
そ
に
出
か
け
る
。
' 

;
と
こ
ろ
が
、
人
口
が
人
、び
と
の
意
識
に
の
ぼ 

り
は
じ
め
て

、
' 社
会
の
不
幸
が
深
刻
の
度
を
増
す
と
、
人
ロ
は

‘

た

た

び

経

済 

学
者
の
手
も
と
'に
も
ど
つ
て
く
る
。
人
口
を
こ
の
段

階

で

と

.ら

え

る
こ
と
が
人 

ロ
研
究
の
基
本
で
あ
る
。
こ
こ
に

「

人

ロ
の
経
済
学」

を
体
系
化
す
る
基
盤
が 

あ
た
、え
.ら
れ
る
の
で
.あ
る
0
:
.

こ.
の
よ
う
な
体
系
化
を
形
成
す
る
た
め
に
、
人
び
と
が
人
口
を
意
識
し
、
人 

ロ
研
究
を
進
め
て
き
た
系
譜
と
:'
古
典
学
派
以
来
の
経
済
学
の
系
，譜
の
な
か 

に
.、
_上
れ
ら
、が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
絡
み
あ
つ
'
_て
き
た
の
か
、
ま
た
出
生
力
減 

退
と
い
.う
人
ロ
の
.あ
.る
変
革
を
知
.つ
た
と
き
、
経
济
学
者
は
こ
.れ
を
経
済
学
の 

な
か
に
ど
の
よ
う
に
：受
け
い
れ
ぐ
人
ロ
学
者
は
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
分
析
手
段 

を
：講
じ
.て
#
た
.か
、，，そ
.の
よ
う
な
経
済
学
者
と
人
ロ
学
者
の
意
識
の
相
違
が
.学 

問
の
1

展
.に
ど
め
，よ
.う
に
.貢
献
し
て
き
た
か
。
こ
' の
間
の
1|
?
情

を

整

理

し

て

体
 

系
化
し
た
の
が
、
こ
こ.
に
ま
.と
.め
ら
れ
た「

人
ロ
の
経
済
学」

で
あ
る
。
.そ
し 

.

て
本
論
文
.で
の
：
最

終

の

結

論

は

、
.

//
'
人

口

は

ば

た

し

て

経

済

の

原

因

で

あ

る

の
 

..
力.
結

果
.^
の
力
" 

'と
.
Vう
設
問
^
解

答

.^
あ
.た
.え

.
たこ
、と
で
あ

-t
l
、
'
さ
ら
に
そ 

こ
か
ら
、
経
済
社
会
が
今
後
に
発
展
を
つ
づ
け
る
>
.き
、
人
口
め
実
践
的
意
義 

を
.見
：い
.だ
し
た
こ
と
で
あ
る
0 

: 

' 

.
バ

.

:
七
三
.

2
:
1
;
七)



:
/:
赛

査

報

告

宴

旨

，

“

. 

.
• 

- 

一
 

. 

. 

- 

• 

. 

.

.

.

. 

V 

•
-
-

I

本
書
は
第
一
釋
：「

人
口
研
究
の
系
譜」

：、；第
一
.一

編「

人

口

転

換

法

則

」

：、.：：
第
一：

If 

.
榻
.
.

「

人
口
分
析
の
.基
礎
理
論
.

」

.
の
三
編
を
本
文
と
し

、
，そ
れ
に
.補

論
と
し
て 

.「

明
治〜

大
正
期
の
人
口
動
^

—

人
：ロ
学
的
分
析」

，「

を
添
え
た
も
：の
で
、
ホ 

:
文
と
補
論
と
合
わ
也
；て
1
七
〇
頁
と
な
ャ
て
：い
る
。'
第
ー
編
は
マ
ル
サ
ス
か
ら 

今
日
ま
で
の
人
ロ
研
究
の
跡
を
：回
顧
し
.た
も
の
で
、
頁
数
か
ら
い
え
ば
全
体
の 

三
分
の
±

を
占
め
'て

い

.?
,
が
、-
著
者
%-
言

ぅ

通

り

、

学

説

的

系

譜

を

扱

，
，っ

.た

.も 

の
’で
は
な
く
、'「

自
已
の
骨
組
み
を
整
理
し
て
お
く
必
要
.か
ら
、.

^
え
書
と
し
. 

.
て
ま
と
め
た
も
の」

'で
、
系
譜
と
い
ぅ
.文
字
は
必
ず
し
%
妥

当

と

，
は

言

え

.な
い
. 

が
、
と
れ
を
補
ぅ
も
の
と
し
て
巻
頭
の「

人
ロ
研
究
と
経
済
学
の
系
譜」

と
題 

:

す
る
巧
妙
な
口
絵
が
：あ
る
。
.
.そ
れ
は
.ァ
ダ
ム
' 

.ス
ミ
ス
よ
り
今
日
に
至
？,
:
主

要
.
.
，
. 

学
説
の
流
れ
を
.-
1入
口
研
究
の
.流

れ」
「

正

統

派

経

済

学

の

流

れ

」

：及

び「

経

済
. 

学
の
：流
れ」

；
の
三
本
の
パ
イ
プ
を
も
っ
て
速
結
し
、
相
互
の
関
係
を
明
示
し
た 

も
の
で
、
.僅

かj

頁
の
•ク
ラ
フ
な
が
ち
、
苦
心
の
成
果
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
' 

し
本
文
で
.は
.マ
ル
サ
ス
を
概
観
し
た
の
ち
、.
直
ち
に
適
度
A ^
口
論
に
移
り
、
次
' 

に
は
ヶ
イ
ン
ズ
に
飛
ん
で
、
' そ
の
糊
の
長
.い
期
間
に
現
わ
れ
た
諸
学
説
に
.つ
い 

.

て
は
殆
ん
：ど
或
い
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
完
全
に
_
已
の
行
論
に
特
. 

、に
関
係
あ
る
部
分
の
：み
に
限
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
童
点
は
ヶ
イ
ン
ズ 

及
び
そ
れ
以
後
の
発
展
に
置
か
.れ
、
本
書
の
価
値
ん
こ
こ
に
；あ
る
。
忠
実
な
マ 

ル
サ
ス
学
徒
^
し
て
.出
発
し
た
.ヶ
イ
ン
ズ
が
ビ
バ
リ
ッ
ジ
と
の
間
の
激
し
い
論 

争
を
経
て
、
新
し
い
人
口
学
説
.の
創
始
者
と
し
て
再
出
発
す
る
に
至
っ
た
経
路 

は
、
人
口
学
説
史
の
上
か
ら
も
、
ま
.た
■経
済
学
説
史
の
上
か
ら
も
、
最
も
興
味

.
七

四

(

五
1
-A)

あ
る
一
断
片
で
あ
る
が
、
箸
者
は
.こ
の
間
に
、
ヵ
ー
ソ
ン
‘ダ
ー
ス
の
業
績
を
挾 

む
.こ
と
に
よ
っ
：
て
こ
め
時
代
の
学
問
的
論
争
の
激
し
さ
を
一
層
興

味

深

く

描
 

写
し
て
い
る
。
古
い
ヶ
ィ
ン
ズ
が
過
剰
人
ロ
と
失
業
と
を
混
同
し
た
' 
に
対
し 

て
ブ
ビ
バ
リ
ッ
ジ
は
そ
の
両
者
が
似
て
非
な
る
所
以
を
主
張
し
た
こ
と
は
周
知 

.
の
事
実
だ

が

、

し
か
し
そ
の
^

-
リ
ッ
ジ
も
、
然
ら
ば
過
剰
人
ロ
と
は
呵
か
こ 

つ
.
'
1
.
て
ば
明
.自
な
説
明
は
下
し
得
な
か
0
た
0

し
か
.る
，に
，力
.丨
.ソ
シ
.ダ
ー
ス
.は
. 

1

九
ニ
〇
年
に
著
し
た
.「

人
口」

(
p
o
p
u
l
a
t
i
o
n
)

に
^
-い
て
、「

人
口
過
剰
と 

失
業
と
：は
似
て
.非

な

る

も

，の

で

あ

る

。

.：
失

業

.は

有

効

需

要

の

不

足

に

よ

っ

て

も
 

た
ら
さ
れ
る
も
_の
で
あ
る
が
'-
>
人
ロ
過
剰
ぼ
景
気
変
動
か
ら
く
る
沈
滞
.を
克
服 

.

.t
T
な
お
‘残
石
潜
在
失
業
.の
な
か
に
見
出
さ
れ
る」

.
^
言
明
し
て
.、
過
剰
V
 
ロ 

の
正
体
を
明
ら
^

に
し
た
の
で
あ
.る
。
こ

の
見
解
が
著
者
を
開
眼
せ
し
め
た
も 

の
の
如
く
.で

、
：
ヵ

ー

ッ

ン

、ダ

ー

：
ス

が

い

か

：に
.
し

て

こ

れ

に

到

達

し

た

か

の

経

路
 

.
を
極
め
て
詳
細
に
.記
述
し
て
い
る
。
そ
し
'て

：こ

の

見

解

が

本

書

全

体

を

貫

く

旨
 

導
理
念
.だ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
ぅ
。

新
し
い
ヶ
ィ
ン
ズ
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
人
口
減
退
の
危
険
は
、
ハ

ン
セ
ン 

の
長
期
停
滞
論
フ
さ
ら
に
は
ク
ズ
ネ
ッ
ッ
を
経
て
ハ
ロ
ッ
ド
.の
経
済
成
長
論
に 

引
き
つ
が
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
こ
れ
ら
理
論
を
か
な
り
詳
し
く
跡
づ
け
、
そ 

:
の
分
析
に
お
いV

.
、

著
者
の
近
代
経
済
学
の
知
識
を
充
分
；に
披
瀝
し
て
い
る
。
 

更
£

者
者
は
今
日
.の
世
界
的
課
題
た
る
経
済
開
発
論
に
お
け
，石
人
口
の
意
義
を

論
じ
、

ヌ
ル
ク
セ
、
ベ
ル
シ
ョ
ー
、
レ
ィ
ベ
ン
ス
テ
ィ
ン
、
ダ
ッ
タ
、
サ
ム
エ

ル
ソ
.ン
ら
の
所
説
に
'言
及
し
、
結
局
い
わ
ゆ
る
人
口
革
命
な
る
も
の
が
、
羞
進 

国

開

発

の

必

須

前

提

だ

；
と

い

ぅ

認

識

に

導

く

.こ
と
に
よ
っ
で
、
第
二
編
の「

、 

:
卩
転
換
法
則
卜
ベ
.の
.道
を
開
い
て
い
る
。

_

人
口
転
換
法
則
と
は
文
化
の
進
展
と
平
行
し
て
人
口
動
態
は
多
産
多
死
型
か 

ら
次
第：

に
少
產
少
死
型
へ
移
行
ず
る
傾
向
を
指
す
も
'の

で

.、

著

者

は

こ

れ

を

わ
 

が
国
は
じ
め
多
く
の
国
々
の
実
際
に
即
し
て
検
討
し
、
結

局

-.
出
生
力
を
コ
ン 

ト
ロ
'
丨

ル
す
る
こ
と
は
経
済
発
展
へ
の
十
分
条
件
で
は
あ
り
え
な
い
が
、
こ
ん 

に
ち
発
展
潜
在
力
を
創
造
す
る
た
め
の
必
須
の
先
行
条
件
だ」

と
結
論
し
、
も 

っ
て
後
進
国
開
発
に
関
す
る
政
策
的
助
言
を
引
出
し
て
い
る
。

.

第
三
韻
の
人
ロ
分
析
の
基
礎
理
論
は
生
命
表
の
解
説
、
出
生
率.

死
亡
率
の 

標
準
化
、
安
定
人
ロ
の
構
^
、
安
定
人
ロ
^
の
簡
便
計
算
ま
を
内
咎
と
す
る
も 

の
で
、
補
論
た
る
明
治〜

大
IH
期
の
人
口
動
態
と
と
も
に
、
人
口
統
計
学
者
と 

■し
て
の
箸
者
の
面
目
を
窺
わ
し
め
る
に
充
分
な
高
度
の
知
識
を
示
し
て
い
る
。
 

し
か
し
率
直
に
貢
っ
て
、
こ
れ
と
、.
主
題
た
る
人
口
の
経
済
学
と
の
結
び
つ
き 

は
そ
れ
ほ
ど
密
接
と
は
思
え
な
い
。
.こ
れ
ら
知
識
が
入
ロ
統
計
の
分
析
に
必
要 

不
可
欠
な
も
の
，で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
が
、.
し
か
し
本
書
の
主
題 

の
理
解
に
果
し
て
同
じ
こ
と
が
言
え
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
む
し
ろ
こ
の 

部
分
は
切
り
は
な
し
、
純
粋
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ク
な
著
作
た
ら
し
む
べ
き
，で
は 

な
か
ろ
う
か
。
但
し
そ
の
場
合
に
は
更
に
多
く
の
内
容
を
盛
る
べ
き
で
、
こ
こ 

に
掲
げ
ら
れ
た
程
渡
で
は
余
り
に
断
片
的
で
、
基
礎
理
論
と
限
定
し
て
も
甚
だ 

不
充
分
で
あ
ろ
う
。

さ
て
以
上
本
書
を
通
読
し
て
、
第
一
の
印
象
は
、
表
題
と
内
容
と
が
必
ず
し 

も

.
一

致

し

て

い

な

ぃ

こ

上
で
ぁ
る
。

.既
に
述
べ
^
通
り
、
学
説
史
と
し
'て
は
全 

.く
不
充
分
で
，(

但
し
こ
れ
.は

著

者

自

ら

認

め

て

，い

る

)

、

い

わ

ば

現

代

経

済

学
 

的
人
口
理
論
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
.更
に
と
れ
亦
前
述
の
通
り
、
主
題
と
関 

係
の
薄
い
問
題
が
併
せ
；論
じ
ら
れ
"
却
づ
て
読
者
を
混
乱
せ
し
め
て
い
る
嫌
い

.

学
位
授
与
報
告 

•

が

あ

る

。

第
一
一
に
、
：
著

者

は

'力

ー

ソ
ン
ダ
ー
ス
の
過
剰
人
口
概
念
を
極
め
て
高 

く
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
反
し
：て
い
わ
ゆ
る
適
度
人
口
理
論
に
.つ
い
て
は 

甚
だ
懐
疑
的
で
あ
る
。
こ
.水
は
著
者
が
静
態
的
適
度
人
ロ
理
論
を
頭
に
置
い
て 

.い
る
次
め
で
、
そ
の
眼
り
で
は
全
く
至
当
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
動
態
論 

的
展
開
を
考
慮
に
.入
_れ
.れ

ば

;結
論
は
多
分
に
変
っ
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い 

か
.。
い
わ
ゆ
る
人
口
の
適
度
成
長
率
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
た
と
え
静
態
論
に 

限
定
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
導
か
れ
た
過
剰
人
口
の
.理
念
は
、
そ
れ
が
失
業
と
は 

全
く
無
関
係
な
る
こ
と
を
言
朋
し
て
お
り
、.
従
っ
て
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
に 

よ
つ
て
、
著
者
の
主
張
す
る
力
I
ソ
ン
ダ
ー
ス
的
理
念
と
結
び
つ
く
可
能
性
が 

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。

.

ニ

こ
の
種
の
疑
問
は
数
え
れ
ば
ほ
か
に
も
あ
る
がV

し
か
し
先
進
国
の
人
口
は 

安
定
し
な
が
ら
、
後
進
！

a

の
そ
れ
が
未
曾
有
の
爆
発
的
増
加
.を
つ
づ
け
、
憂
慮 

す
べ
き
事
態
の
予
想
さ
九
る
今
日
、
過
剰
人
口
の
本
質
に
つ
い
て
一
つ
の
明
白 

な
見
解
を
表
明
し
た
著
者
の
態
度
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
著

者
は
既
に 

P
o
p
u
l
a
t
i
o
n

 

c
o
u
n
c
u
'

の
招
へ
い
に
よ
-0
。-7
リ
シ
ス
ト
ン
に
て
研
究
を
重
ね
、
 

人
ロ
統
計
分
析
の
最
满
知
識
を
修
め
、
日
本
の
人
口
統
計
に
関
す
る
英
文
に 

よ
石
研
究
論
文
.は
ア
メ
.
=
'ヵ
学
界
に
お
い
.て
も
極
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ 

し
て.
帰
国
後
、
日
本
人
口
学
会
や
日
本
統
計
学
会
で
発
表
し
た
研

究

報

告

も
ま 

.た
、.：
多

く

の

人

ロ

学

者
:'
-
'
.
統

計

学

者

に

よ

っ

て

高

く

評

価

さ

れ

て

い

る

の

で

あ
 

石
。
こ
れ
ら
を
併
せ
考
え
批
ば
、
著
者
が
経
済
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る 

資
格
あ
る
も
：の
と
認
め
る
も
.の
で
.あ
る
。
.
'

■ 

•

:
'

論

文

審

査

担

当

者

.
ノ

主

査

 

寺

尾

琢

磨
.

■

:

副

查

..

.
中

鉢

正

美
 

,'
、
. 

'

■'

し

七

五.(

五

一

九)



.
大

熊

一

郎
 

V
.

.

.

試

験

の

結

栗

の

要

旨

右

、

学

位

申

請

に

関

連

し

、

，過

去

に

お

け

る

同

君

.の
業
績
を
検
討
い
'た
し
た 

結
果
、
大
学
院
博
士
課
程
の
修
了
者
と

同
等
以
上
ノ
の
学
識
を
有
す
る
も
の
と
蒞 

認
い
た
し
ま
す
。■

.

試

験

担

当

者.

/

山

本

.
登 

川

由
-

寿

.

‘い
卜
富
崖
夫
羣
位
授
与
報
告
こ

.

•- 

.

報

告

番

号

乙

第

ニ

一

八

号

学

位

の

種

類

.経
済
学
博
士

授
与
の
年
月
日
昭
和
四
一
年
三
月
二
三
日

学

位

論

產

名

「

現
代
経
済
学
の
体
系
的
理
解 

.

' —
-

方
法
論
的
研
究一

-」

内

容

の

要

旨

「

現
代
経
済
学
の
体
系
的
理
猝

I

方
法
論
的
研
究
一一

J

論
文
要
旨 

•

富

.田

.重

夫

七

六

£

ニ
〇)

と
の
研
究
は
経
済
学
に
.関

す

る

方

法

論

的

研

究

で

あ

る

。

近

代

科

^
,
と

し

て 

経
済
学
ガ
成
立
し
て
以
来
約
ニ
0
〇
年
の
間
に
は
、
.い
く
多
の
学
説
、
思
想
の 

文
立
..が
.経
験
さ
.れ
一
視
在
に
お
い
て
も
な
.お
そ
う
で
あ
る
。
.そ
こ
で
こ
'^
ら
の 

対
立
が
生
ず
る
根
源
ぱ
何
処
に
あ
る
の
で
あ
る
か
、
こ
の
研
究
は
こ
の
対
立
の 

根
源
の
.一

面
と
し
て
経
済
学
の
認
識
論
的•

科
学
論
的
侧
面
を
検
討
し
よ
う
と 

す
る
も
の
で
あ
る
。
.こ
の
視
点
か
ら
す
る
と
、.
従
来
の
：経
済
学
に
お
い
て
三
つ 

の
潮
贫
を
区
划
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ィ
ギ
リ
ス 

正
統
令
派
.、
限
界
主
義
、
お
よ
び
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
お
の
お 

の

に

つ

レ

て

そ

れ

ら

が

ど

⑷

-^
う

な

認

識

論

的

甚

礎

に

立

っ

て

構

成

さ

れ

て

い
 

る
.办
を
考
察
す
る
■と
と
も
に
、
単
に
そ
れ
ら
を
比
較
考
量
す
る
と
い
う
だ
け
e 

な
く
、
全
体
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
お
か
れ
る
'べ
き

位
置
付
け
を
す
る
こ
と
に
よ 

っ
て
全
体
の
体
系
的
理
解
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
が
こ
の
研
究
の
塞
，

w

目 

標
で
あ
る
。，

審
査
報
告
要
旨

T

者
者
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
現
代
の
馨
理
論
の
背
後
に
あ
る
方
法
論 

上

の

立

場

を

馨

に
.
研
究_
し
て
、
経
済
学
全
体
の
発
展
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の 

位
置
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
著
者
が
か
か
る
研
究
を
試
み
る
に
至

っ

た
 

動
機
は
"
同
じ
経
済
的
現
実
に
た
い
.す
る
理
解
が
、
そ
の
立
爆
に
よ
っ
て
、“
 

に
も
対
立
的
で
あ
っ
て
両
立
し
が
た
く
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
疑

問

を
 

も
ち
、
何
が
こ
の
よ
う
な
対
立
や
差
異
を
も
た
ら
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い 

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
疑
問
を
動
機
と
し
て
、
著
者
は
、
伝
統
的
な
経 

済

学

派

と

呼

ば

れ

る

.%
の

が

そ

れ

ぞ

れ
I

の

方

法

論

—

認
識
論
I

科

学

論
の
^

に
た
っ
て
紘
一
さ
れ
た
思
想
体
系
で
あ
る
こ
.と

に

気

付

き

.、

著

者

の

研
 

究
を
学
問
体
系
の
基
本
的
問
題
の
理
解
に
向
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

.
著
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
体
系
の
立
場
の
相
違
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
同
時 

.に
そ
の
立
場
の
限
界
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
'

著
者
は
、
.経
済
学
派
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
つ
い
て
、
そ
の
是
非
や
当
不
当 

を
論
ず
る
こ
と

よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
.立
場
の
方
法
論
上
の
特
質
を
明
ら
か
に 

し
な
が
ら
、
学
問
上
の
発
展
過
程
に
お
け
る
そ
の
位
置
を
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ 

の
立
場
の
限
界
を
明
示
し
よ
ぅ
と
し
て
い
る
。

’

■.
 

*

著
者
は
ま
ず
最
初
に
方
法
論
の
意
義
を
論
じ
る
。
方
法
論
は
、
学
問
的
に
は
、
 

迪
論
的
研
究
の
発
達
に
と
'%
な
っ
て
、
そ
の
反
昝
と
し
て
方
法
が
意
識
さ
れ
る 

と
い
ぅ
意
味
で
、
事
後
的
'に
、
経
験
的
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
論
理 

的
に
は
、
お
よ
そ
理
論
的
研
究
に
必
ず
附
着
す
る
性
格
を
示
す
も
の
と
し
て 

は
、
科
学
に
，先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-

と
こ
ろ
で
現
代
の
経
済
学
の
対
立
状
況
の
根
元
を
理
解
す
る
に
は
、
著
者 

は
、：
科
学
の
こ
の
認
識
論
的
視
点
を
省
み
る
こ
と
が
一
つ
の
.重
要
な
則
面
を
な 

す
と
考
え
る
。
著
者
は
、
正
統
学
派
の
経
済
学
"
.限
界
革
命
以
後
の
：近
代
的
経 

済
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
.流
れ
を
現
代
に
お
け
る
経
済
学
の
三
大
潮 

流

と

：
み

る

。

 

..

す
な
わ
ち
.そ
れ
は
著
者
が
ィ
ギ
リ
ス
正
統
派
経
済
学
.(

略
し
て
正
'統
学
派)

，、
 

大
陸
限
界
主
義
経
済
学(

略
し
て
限
界
学
派)

、
そ
し
て
マ
，ル
タ
ス
経
済
学
と
名 

つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
.こ
に
正
統
学
派
と
い
ぅ
の
は
い
わ
ゆ
る
古
典
学
派
か 

ら
ジ
ェ
ボ
ン
ス
の
限
界
革
命
を
へ

て
、
マ.
丨
シ
ャ
ル
、

.
ビ.
グ
ー
、
ヶ
ィ
シ
ズ
，、さ
ら

，
学
：位
授
与
報
告
. 

‘

に
ハ
ロ

グ

ド

.ロ

ビ
ゾ
ソ
ン
な
ど
を
含
む
イ
ギ
リ
ス
伝
統
の
経
済
学
を
総
称
す 

石
も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
法
論
的
基
礎
は
J
. 
S 

.
ミ
ル
‘、

J 

. 

E 
•
ヶ
ア
ン 

ズ
、
J

.

N

•ヶ
イ
ン
ズ
な
ど
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
他
方 

限
界
学
派
と
称
す
る
の
は
C

•
メ
ン
ガ
ー
、
L

.
ヮ
ル
ラ
ス
に
よ
る
限
界
革
命 

以
来
、
限
界
原
理
を
基
本
原
理
と
す
、る
学
派
と
し
.て
、
特
に
今
日
ア
メ
リ
ヵ
を 

中
心
と
し
て
そ
の
他
の
諸
国
に
お
い
て
も
現
代
経
済
理
論
専
攻
者
の
う

ち

に

極
 

め
て
多
数
の
，信
奉
者
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
方
法
論
的
に
は
と
り
わ
け
メ
ン
ガ

丨
、
.ミ
ー
ゼ
ス
、

ハ
.イ
エ
.ク
、
.ロ
ビ
ン
ズ
へ
.
そ
し
て
ま
た
|
^
.ゥ
ェ
ー
バ
|
な 

ど
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
立
場
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
こ
れ
ら
ニ
つ
の
学
派
を 

一
括
し
セ
近
代
経
済
学
と
称
し
、

マ
ル
ク
ス
学
派
に
対
立
さ
せ
る
の
が
通
常
で 

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
極
め
て
異
質
的
な
莲
礎
に
立
脚
す
る
も
グ
と
し
て
区
別
さ 

れ
.る
.べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
.

以
上
の
三
つ
の
潮
流
は
現
代
的
観
占I

か
ら
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
同
時
に
、
 

経
済
学
的
思
考
の
不
可
欠
な
要
素
を
示
す
も
の
と
し
て
，
論
理
的
に
そ
れ
ぞ
れ 

の
意
義
を
も
づ
も
の
.と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
と
の
論
文
の
研
究 

が
単
に
三
つ
の
学
派
の
比
較
対
照
を
な
す
と
い
う
だ
け
の
%

の
で
は
な
く
、

へ 

丨
ゲ
.ル

の「

真
理
は
全
体
で
あ
る」

と
い
う
思
想
に
立
脚
し
て
、
.こ
れ
ら
の
学 

，派
の
全
体
に
お
け
る
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
：の
位
置
付
け
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ 

.れ

.の

.あ
る
へ
.き
位
置
と
限
界
を
示
す
と
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
■の 

.意

味

で「

体
系
的
理
解」

と
■題
し
て
V
る
の
で
あ
る
。
正
統
学
派
は
自
然
科
学 

.的
'
.対
象
優
位
.の
方
法
を
と
る
。
こ
れ
を
基
礎
づ
け
る
も
の
は
経
験
、論
的
認
識 

論
で
あ
る
。.
限
界
主
義
の
経
済
学
は
方
法
優
位
の
.文
化
価
値
的
見
地
を
と
る
。
 

こ
れ
を
基
礎
づ
け
る
も
の
は
先
験
論
的•

構
成
説
的
認
識
論
で
お
る
。

マ
ル
ク
.

七

七

■
=

.)


